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◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け、原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公道を走行　
　される場合は、小型２輪以上の免許を取得し、必ず市町村の役所で原付２種の登録を行い、強制賠償保険の排気量アップの申請を行って下さい。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎当製品の取り付けには、上記適応車種にあったホンダ純正サービスマニュアルを参照し、確実に作業を行うことをお勧めします。
◎取り付けの際には、下記記述の工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービス　
　マニュアルは基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある　
　専門店へご依頼されることをお勧め致します。
◎パッキンの一部、ボルト、ベアリングは再使用しますが、損傷、劣化が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎ウエイトローラー、スライダー、Ｖベルトは消耗部品です。ムーバブルドライブフェイスやランププレートも含めて、走行距離１，０００ｋｍ以下ご
　とに必ず点検し、摩耗や損傷が激しいものは必ず新品部品と交換して下さい。又、エンジン仕様や使用状況によって消耗の度合が変わりますのでご注
　意下さい。

・このたびは、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◆慣らし運転は、４０ｋｍ／ｈ以下の速度で、１００ｋｍ以上行って下さい。又、アクセル開度は１／２以下で行って下さい。
◆慣らし運転中はガソリンタンクにもエンジンオイルをガソリン１００に対してエンジンオイル１の割合で入れ、混合して下さい。
◆ノーマルキャブレターのメインジェットを＃５～１０番程度上げて下さい。
◆燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◆スパークプラグはキット内に含まれていますが、焼け具合により熱価を設定してください。尚、必ず抵抗入りのスパークプラ
　グを使用して下さい。
◆ノーマルＣＤＩユニットでは、十分なパワーを発揮する事が出来ません。ＣＤＩユニットの交換を行って下さい。

Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ SK50MR AF34-1000001～1084598 Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ ＳＴ SK50MT-Ⅵ AF35-1414329～1458440
SK50MS AF34-1200001～1314577 Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ Ｊ SK50MY-Ⅶ AF34-3000001～
SK50MT AF34-1500001～1564424 SK50MY-Ⅷ AF34-3000001～
SK50MV AF35-1500001～ Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ ＺＸ SK50MR-Ⅲ AF35-1000001～1080618
SK50MV-YA AF35-1500001～ SK50MS-Ⅲ AF35-1200001～1266550
SK50MW AF35-1700001～ SK50MT-Ⅴ AF35-1400001～1459965
SK50MY AF35-2000001～ SK50MT-YC AF35-1400001～1458875
SK50MY-Ⅱ AF35-2000001～ SK50MV-Ⅴ AF35-1500001～

Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ　チェスタ SK50MS-Ⅳ AF34-1233145～ SK50MV-YB AF35-1500001～
SK50MW-Ⅳ AF34-2000001～ SK50MV-YC AF35-1500001～

Ｌｉｖｅ Ｄｉｏ ＳＲ SK50MR-Ⅱ AF35-1000001～1078328 SK50MW-Ⅴ AF35-1700001～
SK50MS-Ⅱ AF35-1200001～1267150 SK50MW-YD AF35-1700001～
SK50MT-Ⅱ AF35-1400001～1459615 SK50MY-Ⅴ AF35-2000001～

商品番号：０１－０５－４４２３
適合車種およびフレーム番号：

S-Stage α 取扱説明書

　注意 下記内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害が想定される内容を示しています。

・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。　（火傷の原因となります。）
・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。 （部品の破損、ケガの原因となります。）　
・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。　（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。　（ケガの原因となります。）
・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　（部品の脱落の原因となります。）
・ガスケット、パッキン類の再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新品部品と交換して下さい。

下記内容を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。　警告
・エンジンを始動させるときは、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。　（事故につながる恐れがあります。）
・作業を行う際は、水平な場所で車両を確実に安定させ、安全に作業を行って下さい。　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
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◎性能、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、
　交換させて頂きます。但し、修理又は、交換等にかかる一切の費用は対象となりません。正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、
　この限りではありません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

Ｓステージ取り付けに使用する工具等
①プラスドライバー中
②マイナスドライバー極小

③メガネレンチ１０－１２
④ラジオペンチ
⑤カッターナイフまたはスクレーパー
⑥スタッビプラスドライバー
　（ﾌﾚｰﾑNo.AF34-2000001,AF35-1500001 ～の車両の場合使います）
⑦ボックスレンチ８ｍｍ
⑧ボックスレンチ１０ｍｍ
⑨ボックスレンチ１２ｍｍ

⑩ボックスプラグレンチ２０．６ｍｍ
⑪エクステンションバー中
⑫ラチェットレンチ
その他 ウエス
       ２ストロークエンジンオイル

①

②

③

④

⑤

⑥

⑩

⑪

⑫

⑨

⑧

⑦

番号 部　品　名 数量 番号 部　品　名 数量
１ シリンダー １ ９ スパークプラグ　ＢＲ８ＨＳＡ １
２ ピストン １ １０ ムーバブルドライブフェイス １
３ ピストンリング ２ １１ ランププレート １
４ ピストンピン １ １２ スライドピース ３
５ ピストンピンサークリップ ２ １３ ウエイトローラー　８．０ｇ ６
６ シリンダーヘッドガスケット １ １４ クラッチセンタースプリング １
７ シリンダーガスケット １ １５ クラッチスプリング ３
８ エキゾーストパイプガスケット １

～商　品　内　容～

① ②

③

⑤

⑥

⑨
⑧⑦

④

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
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◯水平な場所でセンタースタンド
　で車両を確実に支えます。これ
　からの作業は必ず冷間時（エン
　ジンおよびマフラーが冷えてい

　る時）に行って下さい。

○取り外し
★ホコリやオイルなどの汚れを取
　り除いてきれいにしながら各　
　パーツを取り外していくように
　して下さい。
★取り外したボルトやナットは無
　くさないよう、どの場所に使用
　するのかわかるように保管して
　下さい。

１．カバー類の取り外し

～Ｓステージ　取り付け要領～
３．マフラーの取り外し

２．フューエルタンクを
　　ずらす

◇フューエルタンクをずらし、作
　業の邪魔にならないようにしま
　す。フレームにキズがつかない

　ようにウエスをはさみます。

◇ステー部のボルト２本を取り外し
　ます。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１２ｍｍ
　エクステンションバー中

　ラチェットレンチ

◇フューエルタンクの４本のボル
　トをフロアープレートと共に取
　り外します。
　使用工具
　メガネレンチ１０－１２

◇シリンダー側のキャップナット２

　個を取り外します。
　使用工具
 メガネレンチ１０－１２

◇サイドカバー、アンダーカバー、
　フロアステップ、ラゲッジボッ
　クス、ボディーカバーを取り外
　します。

４．ファンカバーの取り外し

◇フューエルチューブをファンカ　
　バーから取り外します。

◇ボルト３本とタッピングスクリュー

　（フレームNo.AF34-2000001 ～　　
　,AF35-1500001 ～の車両）を取り外
　し、ファンカバーを取り外します。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ
　エクステンションバー小
　ラチェットレンチ
　スタッビプラスドライバー

◇配線を取り外します。

５．エアダクトカバーの取り
　　外し

◇ボルトを緩めます。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ８ｍｍ
　エクステンションバー中
　ラチェットレンチ

◇タッピングスクリューを緩めます。
　使用工具
　プラスドライバー大

◇エアダクトカバーを取り外します。

◇コネクティングラバーをこじて
　外します。

６．シリンダーのシュラウ
　　ドの取り外し

◇プラグキャップを取り外します。

◇ボルト２本（フレームNo.AF34-
　2000001 ～ ,AF35-1500001 ～の
　車両は１本）を取り外します。
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◇負圧チューブをシュラウドから
　取り外します。

◇シュラウドを取り外します。

７．プラグを取り外します。

　使用工具
　ＢＯＸプラグレンチ２０．６ｍｍ
　ラチェットレンチ

８．シリンダーヘッドとシ
　　リンダーの取り外し

◇４本のボルトを対角に何回かに
　分けて緩めます。
　使用工具

　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ

◇シリンダーヘッドを取り外します。
★かたい場合はプラスチックハン　
　マーで軽くたたいて取り外します。

◇シリンダーを取り外します。

９．ウエスを詰める

◇クランクケース内にゴミや部品が
　入らないようにウエスを詰め込み
　ます。

１０．ピストンの取り外し

◇サークリップの片側を外します。
　使用工具
　マイナスドライバー極小

◇ピストンピンを抜いてピストンを
　外します。

１１．シリンダーの取り付け
　　　面をきれいにする

◇カッターナイフやスクレーパーな
　どでガスケットのカスを取り除き
　ます。

◇ウエスできれいに拭き取ります。

◯取り付け
１．キットのピストンにサー
　　クリップを片側だけ取り
　　付けます。

◇ガスケットをはがします。

　使用工具　ラジオペンチ
★この時、サークリップを回してみ
　て、しっかりセットされているか
　確認して下さい。
★サークリップの合い口は切り欠き
　部を避けて取り付けて下さい。

◇ベアリングを外しておきます。

切り欠き部

サークリップ

合い口

２．ピストンリング２個を
　　文字面が上になるよう
　　に取り付けます。

３．各部にオイルを塗る

◇ピストンリングにオイルを塗り
　ます。

◇ピストンピン穴にオイルを塗り
　ます。

◇ピストンピンにオイルを塗ります。

◇ベアリングにオイルを塗ります。
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４．ピストンの取り付け

◇ピストンをピストンピンで取り
　付けます。

◇もう片方にサークリップを取り
　付けます。
　使用工具
　ラジオペンチ

★ピストンは矢印が下向きになる
　方向で取り付けます。

５．詰めていたウエスを取
　　り外します。

６．シリンダーの取り付け

◇シリンダー内面にオイルを塗ります。

◇シリンダーガスケットを取り付け
　ます。

◇ピストンの位置決めピンにピスト
　ンリングの合口を合わせ、シリン
　ダーを取り付けます。

★確認！！
シリンダーが動かないように手でお
さえ、ファンを回してピストンを動
かしてみます。ここでスムーズに動
かないと、ピストンリングがピスト
ンにしっかりとセットされていない
ことがあります。この場合はシリン
ダーを取り付け直して下さい。

◇ヘッド取り付け面のホコリやオイ
　ルをきれいに拭き取ります。

７．シリンダーヘッドの取り
　　付け

◇取り付け面をきれいに拭き取ります。

◇コンロッドにベアリングを入れ
　ます。

◇シリンダーヘッドにボルト４本を
　取り付けておきます。

◇ヘッドガスケットをシリンダー　

　ヘッドに取り付けておきます。

◇方向に注意して取り付けます。

◇ＢＯＸレンチを使い、手で仮締
　めします。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ

◇キックスターターを数回動かし
　ながら、ボルト４本を対角に何

　回かに分けて本締めします。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ
　ラチェットレンチ
　締め付けトルク
　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

◇シリンダーヘッドガスケットの出
　ている面を、シリンダーヘッドの
　方向に取り付けます。

シリンダー
ヘッド側

シリンダー側

シリンダーヘッド
ガスケット断面

８．プラグの取り付け

◇プラグをまず手で締めます。
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◇本締めします。

　使用工具
　ＢＯＸプラグレンチ２０．６ｍｍ
　ラチェットレンチ
　締め付けトルク
　１４Ｎ・ｍ（１．４ｋｇｆ・ｍ）

９．シリンダーのシュラウ
　　ドの取り付け
◇シュラウドを取り付けます。

◇ボルト２本（フレームNo.AF34-
　2000001 ～ ,AF35-1500001 ～の
　車両は１本）を取り付けます。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ
　ラチェットレンチ
　締め付けトルク

　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

◇負圧チューブをシュラウドに取
　り付けます。

◇プラグキャップを取り付けます。

１１．ファンカバーの取り付け

◇配線をファンカバーに取り付けます。

◇ファンカバーをボルト３本とタッピ

　ングスクリュー（フレームNo.AF34-
　2000001～,AF35-1500001～の車両）
　で取り付けます。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ
　エクステンションバー小
　ラチェットレンチ
　スタッビプラスドライバー
　締め付けトルク

　ボルト　　　　　　　
　　：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
　タッピングスクリュー
　　：１Ｎ・ｍ（０．１ｋｇｆ・ｍ）

◇フューエルチューブをファンカ　
　バーに取り付けます。

１２．フューエルタンクを
　　　もどす

◇フューエルタンクを元の位置にも
　どし、フロアープレートと共に４
　本のボルトで取り付けます。

　使用工具
　メガネレンチ１０－１２
　締め付けトルク
　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１３．マフラーの取り付け
◇シリンダーとマフラーの間に付属
　のエキゾーストガスケットを入れ、
　マフラーを取り付けます。

◇シリンダー側のボルト２本とステー
　部のボルト２本を仮締めします。

１０．エアダクトカバーの
　　　取り付け

◇コネクティングラバーを取り付
　けます。

◇エアダクトカバーを取り付け、　
　ボルトを締めます。
　使用工具
　ＢＯＸレンチ８ｍｍ

　エクステンションバー中
　ラチェットレンチ
　締め付けトルク
　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

◇タッピングスクリューを取り付
　けます。
　使用工具
　プラスドライバー大

　締め付けトルク
　４Ｎ・ｍ（０．４ｋｇｆ・ｍ）

◇シリンダー側のボルト２本から本
　締めします。
　使用工具
　メガネレンチ１０－１２
　ＢＯＸレンチ１０ｍｍ
　エクステンションバー中

　ラチェットレンチ
　メガネレンチ１２－１４
　締め付けトルク
　シリンダー側
　　：１８Ｎ・ｍ（１．８ｋｇｆ・ｍ）
　ステー部　　
　　：２７Ｎ・ｍ（２．７ｋｇｆ・ｍ）

１４．カバー類の取り付け
◇サイドカバー、アンダーカバー、フ
　ロアステップ、ラゲッジボックス、
　ボディーカバーを取り付けます。

１５．エンジン始動

◇エンジンからの異音や、各ガス　
　ケット部からのオイルもれが無い
　か点検して下さい。

◇原付２種の登録を済ませ、付属の

　原付２種マークをお貼り下さい。

◇ＫＩＴを取り付け、最初の
　５００ｋｍはスロットル開度を
　３／４までにおさえて走行して
　下さい。又、この期間中、絶対に
　最高速は出さないで下さい。

◇各部を点検し、ネジやナット等の
　緩みが無いか確認します。

◇エンジンオイルが規定量入ってい
　るか確認して下さい。

◇風通しが良く、安全な場所で十分

　注意してエンジンを始動して下さ
　い。約５分間、アイドリングでおい
　ておきます。

１６．お願い
◇排気量をアップしたにもかかわ
　らず、原付登録のまま一般公道を
　走行されると違反となります。
　一般公道を走行される場合は、　
　必ず市町村の役所で原付２種の
　登録を行って下さい。

１７．ならし運転について
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～ハイスピードプーリー　取り付け要領～

○取り外し
・水平な場所でセンタースタンドにて車両を確
　実に支え、必ず冷間時（エンジン及びマフラー
　が冷えている状態）に行って下さい。
・ホコリやオイル等の汚れを取り除き、きれいに
　しながら各パーツを取り外していくようにし
　て下さい。
・取り外したボルト、ナット類は無くさないよ　

　う、どの場所に使用するか解かるように保管
　して下さい。
・ドライブベルト、プーリーのフェイス面に油脂
　等を付着させないで下さい。
・Ｌ．クランクケースカバーを外した状態でセル
　スターターを回さないで下さい。

１．　エアクリーナーケースカバーを取り外し
　　　て下さい。

３．　クラッチセンタホルダにてドライブフェイス
　　　を固定し、固定ナットを取り外して下さい。

４．　ワッシャ、ドライブフェイス、スターターピニ
　　　オン、ドライブベルト、ムーバブルドライブ　
　　　フェイスＡＳＳＹ．の順で取り外して下さい。

○取り付け
・ドライブベルト、⑩ムーバブルドライブフェイ　
　ス、⑬ウエイトローラーに油脂類を付着させな
　いで下さい。

１．　⑩ムーバブルドライブフェイスに⑬ウエイ

　　　トローラーがセットされている事を確認し、
　　　⑫スライドピースがセットされた⑪ランプ
　　　プレートを⑩ムーバブルドライブフェイス
　　　に取り付けて下さい。

２．　項目（１）で組み立てた⑩ムーバブルドライ
　　　ブフェイスＡＳＳＹ．を⑬ウエイトローラー
　　　が落下しないよう⑪ランププレートを押さ
　　　えながら車体に取り付けて下さい。

３．　スターターピニオンの先端部にグリスを少
　　　量塗布し、車体に取り付けて下さい。

４．　ドライブベルトをクラッチの溝に掛け、ムー
　　　バブルドライブフェイスＡＳＳＹ．とドライ

　　　ブフェイスで挟むように取り付けて下さい。
　　　この時、スターターピニオンとドライブ　
　　　フェイスのセレーションを確実に合わせる
　　　よう取り付けて下さい。

５．　ＳＴＤワッシャ及びＳＴＤナットにエンジ
　　　ンオイル等を塗布し、クラッチセンタホル
　　　ダにてドライブフェイスを固定し、ナット
　　　を締め付けて下さい。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　ドライブフェイス固定ナット　
　　　　　　Ｔ＝５８．８Ｎ・ｍ

　　　　　　　　　　　　　（６．０ｋｇｆ・ｍ）

２ａ．ＳＫ５０ＭＶ及びＳＫ５０ＭＷ以外
　　　ホットエアダクト、Ｌ．クランクケースカ
　　　バー、ブレーキケーブルクランプ、ノック
　　　ピンを取り外して下さい。

　　　この時、ホットエアダクトにクランプし
　　　てあるチューブ類をホットエアダクトか
　　　ら外して下さい。

オイルパスチューブ

ホットエアダクト

ブレーキ
ケーブルクランプ

Ｌ．クランクケースカバー

ノックピン

チューブ

２ｂ．ＳＫ５０ＭＶ及びＳＫ５０ＭＷ
　　　ホットエアダクト、Ｌ．クランクケースカ
　　　バー、ブレーキケーブルクランプ、ノック
　　　ピンを取り外して下さい。

ホットエアダクト オイルパスチューブ

ノックピン

ブレーキ
ケーブルクランプ

Ｌ．クランクケースカバー

ドライブフェイス
ナット

クラッチセンタホルダ

６ａ．ＳＫ５０ＭＶ及びＳＫ５０ＭＷ以外
　　　ノックピン、ブレーキケーブルクランプ、
　　　Ｌ．クランクケースカバー、ホットエアダ

　　　クトの順で取り付けて下さい。
　　　この時、ホットエアダクトにチューブ類
　　　を元通りクランプして下さい。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　Ｌ．クランクケースカバー
　　　　　　　　　　　　　　　固定ボルト
　　　　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

ブレーキ
ケーブルクランプ

１０Ｎ・ｍ
（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

Ｌ．クランク
ケースカバー Ｌ．クランクケース

　カバーガスケット

ホットエアダクト オイルパスチューブ

ノックピン

６ｂ．ＳＫ５０ＭＶ及びＳＫ５０ＭＷ
　　　ノックピン、ブレーキケーブルクランプ、
　　　Ｌ．クランクケースカバー、ホットエアダ
　　　クトの順で取り付けて下さい。
　　　この時、Ｌ．クランクケースカバーガス　
　　　ケットがＬ．クランクケースカバーの溝に
　　　確実に取り付けて下さい。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　Ｌ．クランクケースカバー

　　　　　　　　　　　　　　　固定ボルト
　　　　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１０Ｎ・ｍ
(１．０ｋｇｆ・ｍ)

ホットエアダクト

オイルパスチューブ

Ｌ．クランクケースカバー

ノックピン

チューブ
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〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

テスト車両：Ｄｉｏ　ＺＸ　　ＡＦ３５　　ＳＫ５０ＭＷ－ＹＤ
※年式、取り付けパーツによりセッティングが異なりますので、装着部品は目安として下さい。

グラフＡ ノーマル ８.５ｇ ノーマル
グラフＢ ノーマル ７.５ｇ ０２－０１－７００２
グラフＣ Ｓ－Ｓｔｅｇｅ ８.０ｇ ノーマル

クラッチセンター
スプリンググラフ エンジン ウエイトローラー

Ａ

Ｂ

Ｃ

７

６

５

４

３

２

１

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ １００

Kilometers per Hour
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～セッティングアドバイス～

○年式、取り付けパーツによりセッティングが異なりますので、お客様の好みのセッティングを行う目安として下さい。
○ノーマルＣ．Ｄ．Ｉ．ユニットでは、十分なパワーを発揮する事が出来ません。Ｃ．Ｄ．Ｉ．ユニットの交換を行って下さい。
○マフラーを交換された場合は、付属のクラッチスプリング、クラッチセンタースプリングに交換することをお薦めします。


